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村税
6億4,987万5千円

8.9%

財産収入
5,840万8千円
0.8％

寄附金
４億87万8千円

0.8%

繰入金
2億2,559万円
3.1%

繰越金
4億2,206万8千円

5.8%

諸収入
1億1,131万2千円

1.5%

その他の自主財源
6,809万9千円
0.9%

地方譲与税
3,497万6千円
0.5%

地方消費税交付金
1億192万1千円

1.4%

地方交付税
26億8,647万8千円

36.8%

諸収入
684万8千円
0.1%

県支出金
5億8,501万1千円

8.0%

村債
7億4,440万円
10.2%

国有提供施設等
所在市町村助成交付金
9,448万１千円

1.3%

歳入
自主財源
31.3%

依存財源
68.7%

国庫支出金
10億9,026万4千円

14.9%

その他の依存財源
1,347万2千円
0.2%

国頭村議会だより No.135 02

令和5年度決算
一般会計歳入総額
72億9,406万7千円
一般会計歳出総額
67億9,753万6千円

一 般 会 計 歳 入 決 算 構 成 比

監査委員意見

※その他の依存財源は、利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、法人事業税交付金、自動車取得
税交付金、地方特例交付金、交通安全対策特別交付金、分担金及び負担金です。

※その他自主財源は、分担金及び負担金、使用料及び手数料です。

※千円未満切り捨て等の関係で合計等は必ずしも一致しない

村民1人当たりの
収めた税金額は?

144,256円

村民1人当たりに
使われた金額は?

1,508,886円

議会費 14,636円
総務費 226,032円
民生費 187,906円
衛生費 117,667円
農林水産業費 89,198円
商工費 216,607円
土木費 53,153円
消防費 46,971円
教育費 278,628円
災害復旧費 1,481円
公債費 151,521円
諸支出金 125,086円

内　訳

【参考】
令和６年3月末住民基本台帳
人口 4,505人

（外国人含む）

将来的な人口減少による税収等が見込めない中、社会保障費、公共施設の老朽化対策等の経常的経費の増加が
見込まれる事から、財政運営の健全化に取り組む必要があり、今後は限られた財源の中で地域の実情に合わせ
た柔軟な事業の選択と、本村が抱える課題を詳細に分析し、村民のニーズに応えられる対策を講じ、村民から
信頼される質の高い行政サービス提供に努めて頂きたい。

総務費
10億1,827万6千円

15.0%

民生費
8億4,651万8千円

12.5%

農林水産業費
4億183万5千円

5.9%

土木費
2億3,945万3千円

3.5%

商工費
9億7,581万6千円

14.4%

消防費
2億1,160万3千円

3.1%

教育費
12億5,522万1千円

18.5%

公債費
6億8,260万円
10.0%

災害復旧費
667万1千円
0.1%

諸支出金
5億6,351万1千円

8.3%

議会費
6,593万5千円
1.0%

歳出

衛生費
5億3,009万2千円

7.8%

国頭村議会だより No.13503

項　目
会　計

歳入決算額
（A）

歳出決算額
（B）

形式収支
（A）－（B）
（C）

翌年度に
繰越すべき財源
（D）

実質収支
（C）－（D）
（E）

一　般　会　計 7,294,067

734,437

366,537

59,717

8,454,758

6,797,536

747,240

307,042

56,774

7,908,592

496,531

-12,803

59,495

2,943

546,166

107,411

0

44,421

0

151,832

389,120

-12,803

15,074

2,943

394,334

国民健康保険特別会計

簡易水道特別会計

後期高齢者医療特別会計

計

（令和5年度決算） （単位：千円）

年  度
区  分 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

経常収支比率 78.1

6.9

0.20

85.4

6.5

0.21

79.7

6.4

0.21

87.7

6.5

0.21

79.7

6.7

0.21

80.0

6.8

0.22

74.2

7.1

0.21

87.1

7.4

0.20

91.4

7.9

0.20

実質公債費比率

財 政 力 指 数

（単位：％）

財政構造の弾力性を表す
比率。人件費、扶助費、公債
費等の経常的経費に村税、
地方譲与税、各種交付金等
の経常一般財源がどの程度
充当されたかを見る指標で、
一般的に70パーセント以下
が健全財源の目安です。

自治体収入に対する借
金返済額の比率を示す。18
パーセント以上になると、新
たに地方債を発行して借金
する際、財政運営の計画を
たてて国や県の許可が必要
となります。
また、25パーセント以上
は単独事業の地方債が一部
認められなくなり、起債制限
団体となります。

財政力を示す指標で、この
数値が「1」以上あれば財源
に余裕があり地方交付税の
不交付団体となります。

会計支出の決算状況

普通会計に基づく財政指数

用語の解説

● 経営収支比率

● 実質公債費比率

● 財政力指数

一般会計歳出決算構成比

※千円未満切り捨て等の関係で合計等は必ずしも一致しない※千円未満切り捨て等の関係で合計等は必ずしも一致しない
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■ 令和６年  ６回定例会（９月）
議案と結果

議案番号 件　名 議案等の概要 議決の結果

議案
第50号

原案可決
（全会一致）237,035千円の増額補正令和６年度国頭村一般会計補正予

算（第4号）

議案
第51号

原案可決
（全会一致）1,176千円の増額補正令和６年度国頭村国民健康保険特

別会計補正予算（第3号）

議案
第52号

原案可決
（全会一致）

収益的収入及び支出
 　収入320,725千円
 　支出301,559千円
 資本的収入
　 収入226,098千円

令和６年度国頭村簡易水道事業会
計補正予算（第2号）

議案
第53号

原案可決
（全会一致）

年次有給休暇の1年の区分を「年」から「年
度」に変更するため、本条例の一部改正

国頭村職員の勤務時間、休暇等に
関する条例の一部を改正する条例
について

議案
第54号

原案可決
（全会一致）

過疎地域の持続的発展の支援に関する特別
措置法第24条の地方税の課税免除又は不
均一課税に伴う措置が適用される場合等を
定める省令の一部改正に伴う、本条例の一
部改正

国頭村固定資産税の課税免除に関
する条例の一部を改正する条例に
ついて

議案
第56号

原案可決
（全会一致）

国頭村児童公園の施設整備に伴い、本条例
を制定する必要があるため。

国頭村児童公園設置条例の制定に
ついて

議案
第57号

原案可決
（全会一致）

取得数量：４台
取得金額：21,520,000円
契約の相手方：琉球日産自動車株式会社

車両の取得について
（電気自動車）

議案
第58号

原案可決
（全会一致）

新たに設置するキャンピングドームの利用
料金を設定し、シャワー施設料金及び利用
区分を変更するため、条例の一部改正。

国頭村森林公園の設置及び管理に
関する条例の一部を改正する条例
について

認定
第1号

原案認定
（全会一致）

歳入総額：7,294,067千円
歳出総額：6,797,536千円
差引額：496,531千円
繰越額：107,411千円
実質収支額：389,120千円

令和５年度国頭村一般会計歳入歳
出決算認定について

認定
第2号

原案認定
（全会一致）

歳入総額：734,437千円
歳出総額：747,240千円
差引額：△12,803千円
繰越額：０円
実質収支額：△12,803千円

令和５年度国頭村国民健康保険特
別会計歳入歳出決算認定について

認定
第3号

原案認定
（全会一致）

歳入総額：366,537千円
歳出総額：307,042千円
差引額：59,495千円
繰越額：44,421千円
実質収支額：15,074千円 

令和５年度国頭村簡易水道特別会
計歳入歳出決算認定について

認定
第4号

原案認定
（全会一致）

歳入総額：59,717千円
歳出総額：56,774千円
　差引額：2,943千円
　繰越額：０千円
　実質収支額：2,943千円

令和５年度国頭村後期高齢者医療
特別会計歳入歳出決算認定につい
て

原
案
認
定

原
案
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原
案
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原
案
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決
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均一課税に伴う措置が適用される場合等を
定める省令の一部改正に伴う、本条例の一
部改正

国頭村固定資産税の課税免除に関
する条例の一部を改正する条例に
ついて

議案
第56号

原案可決
（全会一致）

国頭村児童公園の施設整備に伴い、本条例
を制定する必要があるため。

国頭村児童公園設置条例の制定に
ついて

議案
第57号

原案可決
（全会一致）

取得数量：４台
取得金額：21,520,000円
契約の相手方：琉球日産自動車株式会社

車両の取得について
（電気自動車）

議案
第58号

原案可決
（全会一致）

新たに設置するキャンピングドームの利用
料金を設定し、シャワー施設料金及び利用
区分を変更するため、条例の一部改正。

国頭村森林公園の設置及び管理に
関する条例の一部を改正する条例
について

認定
第1号

原案認定
（全会一致）

歳入総額：7,294,067千円
歳出総額：6,797,536千円
差引額：496,531千円
繰越額：107,411千円
実質収支額：389,120千円

令和５年度国頭村一般会計歳入歳
出決算認定について

認定
第2号

原案認定
（全会一致）

歳入総額：734,437千円
歳出総額：747,240千円
差引額：△12,803千円
繰越額：０円
実質収支額：△12,803千円

令和５年度国頭村国民健康保険特
別会計歳入歳出決算認定について

認定
第3号

原案認定
（全会一致）

歳入総額：366,537千円
歳出総額：307,042千円
差引額：59,495千円
繰越額：44,421千円
実質収支額：15,074千円 

令和５年度国頭村簡易水道特別会
計歳入歳出決算認定について

認定
第4号

原案認定
（全会一致）

歳入総額：59,717千円
歳出総額：56,774千円
　差引額：2,943千円
　繰越額：０千円
　実質収支額：2,943千円

令和５年度国頭村後期高齢者医療
特別会計歳入歳出決算認定につい
て

原
案
認
定

原
案
認
定

原
案
認
定

原
案
認
定

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決
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意見書案
第２号

国内外から同法廃止の意見が相次いでい
る。2016年に国連女性差別撤廃委員会か
ら56条の見直しを求める勧告が日本政府に
ただされている

所得税法第56条の廃止を求める
意見書

陳情
第7号

徐々に進行していく環境の変容に危機感を
抱き、自然と共生する人々の生活環境を庇
護する観点からギンネム駆除に対する対応
を求める

ギンネムの駆除に関する意見書

陳情
第12号

環境保全・資源保護事業においては今後も
継続していかなくてはならない重要な事業
となっているため事業の継続を求める

国頭村内における環境保全・資源
保護事業等の要請（継続）について

報告
第9号

地方自治法243条の３第２項の規定によ
る。

令和５年度沖縄県町村土地開発公
社事業報告及び決算報告書の報告
について

報告
第10号

地方公共団体の財政の健全化に関する法律
第3条第1項及び第22条第1項の規定による
報告

令和６年度に公表する財政健全化
判断比率及び資金不足比率の報告
について

報告
第11号

地方自治法第243条の３第２項の規定によ
る報告

令和５年度国頭村観光物産株式会
社営業報告及び決算報告書の報告
について

報告
第12号

国頭村債権管理条例第10条第２項の規定
による報告

令和５年度放棄した債権の報告に
ついて

件　名 議案等の概要 議決の結果議案番号
■ 令和６年  ７回 臨時会（11月）

原案可決
（全会一致）地方自治法第179条第３項の規定による

専決処分の承認を求めることにつ
いて（令和６年度国頭村一般会計
補正予算（第５号））

議案
第59号

原案可決
（全会一致）70,735千円の増額補正令和６年度国頭村一般会計補正予

算（第６号）
議案
第60号

原案可決
（全会一致）797千円の増額補正令和６年度国頭村国民健康保険特

別会計補正予算（第4号）
議案
第61号

原案可決
（全会一致）

収益的収入及び支出
　収入322,679千円　支出303,513千円

令和６年度国頭村簡易水道事業会
計補正予算（第３号）

議案
第62号

原案可決
（全会一致）

沖縄県人事委員会の給与勧告及び他市町村
の給与改定を考慮し、給与改定を行う

国頭村職員の給与に関する条例の
一部を改正する条例について

議案
第63号

原案可決
（全会一致）

沖縄県人事委員会の給与勧告及び他市町村
の給与改定を考慮し、給与改定を行う

単純な労務に雇用される職員の給
与の種類及び基準に関する条例の
一部を改正する条例について

議案
第64号

報告地方自治法第180条第２項の規定による報
告

議会の委任による専決処分の報告
について（国頭村児童公園遊具設
置工事）

報告
第13号

原案可決
（全会一致）

米海兵隊UH1多用途ヘリの予防着陸に対し
抗議する（14ページ全文掲載）

国頭村辺戸岬付近における米海兵
隊UH1多用途ヘリの予防着陸に対
する（抗議決議・意見書）

発議案
第3号
意見書案
第3号

原案可決
（全会一致）

本村の被災復興に向けた早期の対応を県に
強く要請する（15ページ全文掲載）

集中豪雨被害による支援を求める
要請決議

発議案
第4号

件　名 議案等の概要 議決の結果議案番号

原案可決
（全会一致）

採択

採択

報告

報告

報告

報告

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

採
択

採
択

報
告

報
告

報
告

報
告

報
告
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今
回
の
分
譲
地
は
辺
土
名
地
域

の
中
心
街
と
な
る
こ
と
か
ら
販
売

後
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
自
動
車

等
が
増
え
る
事
は
想
定
で
き
る
。

特
に
朝
の
通
学
時
に
は
、
危
険
性

が
高
ま
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か

ら
事
前
に
関
係
機
関
と
の
協
議
は

行
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
安
全
対

策
と
し
て
の
計
画
は
あ
る
の
か
伺

う
。
村
立
診
療
所
前
道
路
に
、
横

断
歩
道
等
の
設
置
が
で
き
な
い
の

か
伺
う
。

　知
花  

靖 

村
長

　
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、

看
板
や
路
面
標
示
等
設
置
の
要
望

が
あ
り
、
対
応
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
す
で
に
、
分
譲
地

入
口
に
は
速
度
抑
制
の
た
め
の
ハ

ン
プ
を
３
か
所
設
置
し
て
お
り
、

今
年
度
中
に
区
画
線
の
施
工
も
予

定
し
て
い
る
。
今
後
も
各
学
校
、

問答

警
察
署
、
道
路
管
理
者
で
行
う
合

同
点
検
を
実
施
し
、
各
機
関
と
の

協
議
を
経
て
安
全
対
策
を
講
じ
る
。

ま
た
、
分
譲
地
購
入
者
へ
は
、
周

辺
環
境
に
十
分
配
慮
し
た
注
意
喚

起
を
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　
村
立
国
頭
診
療
所
前
の
横
断
歩

道
に
つ
い
て
は
、
交
通
量
等
を
総

合
的
に
判
断
し
て
、
公
安
委
員
会

へ
要
請
を
検
討
す
る
。

　
　
　  

●
通
学
路
の
安
全
対
策
と

し
て
以
前
に
、
朝
の
通
学
時
間
帯

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
内
（
車
両
等
）

を
一
方
通
行
と
し
た
経
緯
が
あ
る

が
、
再
度
検
討
を
願
い
た
い
。

●
診
療
所
前
に
横
断
歩
道
設
置
が

い
い
の
か
、
診
療
所
側
に
駐
車
場

の
整
備
を
進
め
た
方
が
い
い
の
か
、

検
証
し
て
ほ
し
い
。

　
有
用
な
人
材
を
本
村
に
確
保
す

る
た
め
「
奨
学
金
返
還
支
援
制
度
」

（
仮
）
を
創
設
し
、
企
業
と
の
連
携

も
含
め
要
件
を
満
た
し
た
若
者
の

定
着
や
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
を
促
し
将

来
を
見
据
え
た
人
材
へ
の
投
資
計

画
が
出
来
な
い
か
伺
う
。

　村
長

　
国
に
お
い
て
は
、
地
域
に
若
者

が
定
着
す
る
こ
と
を
推
進
す
る
「
奨

問

問

答

答 学
金
返
還
支
援
の
制
度
」
が
あ
り
、

ま
た
市
町
村
に
よ
る
独
自
事
業
も

あ
る
。
東
村
に
お
い
て
は
今
年
度

か
ら
若
年
層
の
回
帰
と
定
住
を
促

進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ

ー
ン
奨
学
金
、
償
還
支
援
事
業
の

実
施
を
し
、
奨
学
金
を
返
済
し
て

い
る
者
に
対
し
補
助
金
を
交
付
す

る
事
業
を
開
始
し
て
い
る
。
国
の

制
度
と
併
せ
東
村
が
実
施
す
る
事

業
の
進
捗
や
実
績
を
参
考
に
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　  

様
々
な
情
報
の
集
約
、
ま

た
条
件
等
を
し
っ
か
り
検
証
し
た

上
で
検
討
を
願
い
た
い
。

　
不
法
投
棄
や
海
岸
漂
着
物
処
理
、

最
近
で
は
異
常
に
目
立
つ
落
書
き

も
あ
り
懸
念
さ
れ
る
。
世
界
自
然

遺
産
地
域
と
し
て
保
全
へ
の
意
識

を
高
め
る
事
や
関
係
機
関
と
の
連

携
及
び
対
策
が
重
要
で
あ
り
、
継

続
し
た
パ
ト
ロ
ー
ル
や
処
理
等
に

関
わ
る
事
業
が
必
要
と
さ
れ
る
が

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。
ま

た
不
法
投
棄
や
落
書
き
に
つ
い
て

は
、「
防
止
条
例
」
制
定
等
の
具
体

策
と
し
て
の
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

　村
長

　
生
態
系
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ

れ
が
あ
る
環
境
保
全
の
課
題
解
決

に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と
連
携

し
取
り
組
み
を
継
続
的
に
行
う
必

要
が
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
環

境
省
、
沖
縄
県
及
び
国
頭
村
が
林

道
を
中
心
と
し
た
パ
ト
ロ
ー
ル
を

展
開
す
る
な
ど
、
定
期
的
な
監
視

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
不
法
投
棄

や
落
書
き
等
の
抑
止
力
の
効
果
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、

海
岸
漂
着
物
に
つ
い
て
は
、
地
域

住
民
自
ら
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
を
定

期
的
に
行
う
方
が
い
る
な
ど
、
地

域
住
民
等
の
環
境
保
全
へ
の
関
心

が
高
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
取
り
組

み
は
年
々
増
加
し
て
い
る
傾
向
で
、

本
村
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
連
携
し
た
海

岸
漂
着
物
の
取
り
組
み
を
今
後
も

継
続
し
て
い
く
。

不
法
投
棄
や
落
書
き
等
の
行
為
に

関
す
る
「
防
止
条
例
」
制
定
の
考

え
方
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
に
見

る
と
、
都
道
府
県
や
市
区
町
村
に

お
い
て
、
約
２
５
０
程
度
の
自
治

体
で
防
止
条
例
等
が
制
定
さ
れ
て

い
る
。
本
村
に
お
い
て
も
、
防
止

条
例
に
よ
る
抑
止
力
な
ど
の
効
果

等
を
具
体
的
に
検
証
し
た
上
で
、

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　
　
　  

世
界
自
然
遺
産
地
域
と
し

て
の
誇
り
と
環
境
保
全
へ
の
意
識

を
高
め
る
事
が
重
要
だ
と
考
え
る
。

渡口  直樹
議員

宅
地
分
譲（
辺
土
名
地
番
）に

伴
う
周
辺
道
路
安
全
対
策
は

国
頭
村
育
英
会
貸
付
事
業
等

に
つ
い
て

世
界
自
然
遺
産
地
域
と
し
て
の

環
境
保
全
対
策
を

議
員
意
見

議
員
意
見

議
員
意
見
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　①
ク
ル
マ
エ
ビ
養
殖
事
業
を
進

め
て
い
く
の
か
伺
う
。

②
事
業
展
開
の
確
実
性
、
事
業
達

成
へ
の
プ
ロ
セ
ス
や
評
価
指
票

の
確
認
な
ど
詳
細
な
事
業
計
画

書
等
内
容
を
精
査
し
て
い
る
段

階
と
の
事
で
し
た
が
確
認
し
た

結
果
を
伺
う
。

③
宿
泊
機
能
を
有
す
る
研
究
交
流

拠
点
施
設
整
備
事
業
の
場
所
等

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か

伺
う
。

④
地
権
者
で
あ
る
辺
土
名
区
や
周

辺
住
民
と
の
合
意
形
成
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　知
花  

靖 

村
長

　
こ
の
事
業
は
民
間
企
業
が
沖
縄

振
興
特
定
事
業
推
進
費
を
活
用
し

て
ク
ル
マ
エ
ビ
全
雌
種
苗
生
産
・

交
流
研
究
事
業
、
循
環
養
殖
技
術

答

の
沖
縄
モ
デ
ル
構
築
事
業
、
ク
ル

マ
エ
ビ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
事
業

の
３
つ
の
事
業
を
展
開
す
る
内
容

と
な
っ
て
お
り
、
現
在
、
内
閣
府

と
事
前
協
議
を
進
め
る
た
め
、
必

要
な
資
料
を
当
該
企
業
に
求
め
て

い
ま
す
が
、
ま
だ
全
て
が
そ
ろ
っ

て
い
な
い
状
況
で
、
宿
泊
施
設
に

つ
い
て
は
研
究
棟
の
中
に
併
設
さ

れ
る
形
で
３
部
屋
計
画
さ
れ
て
お

り
、
研
究
の
た
め
に
滞
在
す
る
研

究
者
向
け
と
伺
っ
て
い
る
。
施
設

を
整
備
す
る
場
所
に
つ
い
て
は
、

旧
辺
土
名
保
育
所
跡
地
を
事
業
者

が
希
望
し
て
お
り
ま
す
が
、
土
地

の
一
部
が
辺
土
名
区
所
有
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
辺
土
名
区
へ

の
説
明
会
を
過
去
２
回
実
施
し
て

お
り
、
今
後
も
話
し
合
い
の
場
が

持
た
れ
る
と
伺
っ
て
い
る
。
事
業

展
開
す
る
上
で
地
域
の
合
意
形
成

は
前
提
条
件
と
考
え
て
お
り
、
今

後
の
進
捗
の
状
況
を
踏
ま
え
総
合

的
に
判
断
す
る
考
え
で
あ
る
。

　ク
ル
マ
エ
ビ
養
殖
事
業
を
進
め

て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、
ま
ず
村
長
は
は
っ
き

り
と
示
し
て
い
る
よ
う
に
は
思
え

な
い
の
で
す
が
、
そ
の
辺
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

　村
長

　
今
現
在
は
「
は
い
、
や
り
ま
し

ょ
う
」
と
い
う
判
断
を
し
か
ね
る

問

問

答

と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
そ
の
事
業

者
は
、
ま
ず
辺
土
名
区
で
も
し
っ

か
り
し
た
同
意
を
得
る
こ
と
、
ま

た
、
事
業
内
容
に
つ
い
て
の
資
料

の
要
求
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
今
後
の
経
営
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
等
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を
含

め
て
総
合
的
に
判
断
し
た
い
。

　田
場
　盛
久 

農
林
水
産
課

　
事
業
者
へ
は
、
事
業
計
画
書
、
機

器
の
設
置
の
位
置
図
、
事
業
主
体

と
な
る
企
業
の
組
織
図
、
登
記
簿

謄
本
、
収
支
計
画
書
、
事
業
費
の

積
算
根
拠
な
ど
の
資
料
を
求
め
て

い
る
。
一
番
重
要
と
な
る
収
支
の

計
画
書
に
つ
い
て
、
先
方
は
事
業

費
を
８
億
８
千
万
円
予
定
し
て
い

る
が
、
そ
の
内
訳
、
積
算
根
拠
に

つ
い
て
も
ま
だ
示
さ
れ
て
い
な
い

状
況
で
あ
る
。
細
か
い
部
分
を
精

査
し
、
国
と
の
協
議
に
も
近
々
入

り
た
い
と
思
う
が
、
資
料
が
そ
ろ

っ
た
時
点
で
話
合
い
の
場
を
持
ち

ま
し
ょ
う
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
進

ん
で
い
る
。

答

　令
和
６
年
８
月
15
日
に
森
林
組

合
長
か
ら
村
長
に
要
請
書
が
手
渡

さ
れ
た
と
承
知
し
て
い
ま
す
、
そ

の
内
容
と
要
請
に
対
し
て
村
長
の

考
え
を
伺
う
。

　村
長

　
森
林
組
合
か
ら
の
要
請
内
容
に

つ
い
て
は
、
環
境
省
事
業
に
よ
り

実
施
し
て
い
る
「
林
道
パ
ト
ロ
ー

ル
」
及
び
沖
縄
県
の
「
密
猟
対
策
」

が
世
界
自
然
遺
産
の
保
全
管
理
や

「
や
ん
ば
る
の
森
」
を
守
り
生
か
す

活
動
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
保

全
管
理
と
利
用
に
つ
な
が
る
重
要

な
事
業
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

長
期
継
続
を
要
望
し
て
い
る
。
そ

の
期
間
に
収
集
し
た
在
来
種
等
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
デ
ー
タ
に
つ
い
て

は
、
関
連
機
関
よ
り
高
い
評
価
を

得
て
お
り
、
国
立
公
園
・
世
界
自

然
遺
産
登
録
地
域
の
保
全
に
係
る

重
要
な
付
帯
事
業
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
是
非
と

も
事
業
継
続
の
要
請
を
国
頭
村
か

ら
も
環
境
省
及
び
沖
縄
県
に
対
し

て
要
請
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の

内
容
で
、
村
と
し
て
は
要
請
を
実

施
す
る
た
め
、
環
境
省
及
び
沖
縄

県
と
日
程
を
調
整
し
て
い
る
。

答

与儀  一人
議員

事業候補地の
旧辺土名保育所

新
技
術
に
よ
る
ク
ル
マ
エ
ビ

種
苗
生
産
・
研
究
交
流
拠
点

整
備
事
業
に
つ
い
て

国
頭
村
内
に
お
け
る
環
境

保
全
・
資
源
保
護
事
業
等
の

要
請
に
つ
い
て
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今
回
の
分
譲
地
は
辺
土
名
地
域

の
中
心
街
と
な
る
こ
と
か
ら
販
売

後
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
自
動
車

等
が
増
え
る
事
は
想
定
で
き
る
。

特
に
朝
の
通
学
時
に
は
、
危
険
性

が
高
ま
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か

ら
事
前
に
関
係
機
関
と
の
協
議
は

行
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
安
全
対

策
と
し
て
の
計
画
は
あ
る
の
か
伺

う
。
村
立
診
療
所
前
道
路
に
、
横

断
歩
道
等
の
設
置
が
で
き
な
い
の

か
伺
う
。

　知
花  

靖 

村
長

　
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、

看
板
や
路
面
標
示
等
設
置
の
要
望

が
あ
り
、
対
応
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
す
で
に
、
分
譲
地

入
口
に
は
速
度
抑
制
の
た
め
の
ハ

ン
プ
を
３
か
所
設
置
し
て
お
り
、

今
年
度
中
に
区
画
線
の
施
工
も
予

定
し
て
い
る
。
今
後
も
各
学
校
、

問答

警
察
署
、
道
路
管
理
者
で
行
う
合

同
点
検
を
実
施
し
、
各
機
関
と
の

協
議
を
経
て
安
全
対
策
を
講
じ
る
。

ま
た
、
分
譲
地
購
入
者
へ
は
、
周

辺
環
境
に
十
分
配
慮
し
た
注
意
喚

起
を
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　
村
立
国
頭
診
療
所
前
の
横
断
歩

道
に
つ
い
て
は
、
交
通
量
等
を
総

合
的
に
判
断
し
て
、
公
安
委
員
会

へ
要
請
を
検
討
す
る
。

　
　
　  

●
通
学
路
の
安
全
対
策
と

し
て
以
前
に
、
朝
の
通
学
時
間
帯

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
内
（
車
両
等
）

を
一
方
通
行
と
し
た
経
緯
が
あ
る

が
、
再
度
検
討
を
願
い
た
い
。

●
診
療
所
前
に
横
断
歩
道
設
置
が

い
い
の
か
、
診
療
所
側
に
駐
車
場

の
整
備
を
進
め
た
方
が
い
い
の
か
、

検
証
し
て
ほ
し
い
。

　
有
用
な
人
材
を
本
村
に
確
保
す

る
た
め
「
奨
学
金
返
還
支
援
制
度
」

（
仮
）
を
創
設
し
、
企
業
と
の
連
携

も
含
め
要
件
を
満
た
し
た
若
者
の

定
着
や
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
を
促
し
将

来
を
見
据
え
た
人
材
へ
の
投
資
計

画
が
出
来
な
い
か
伺
う
。

　村
長

　
国
に
お
い
て
は
、
地
域
に
若
者

が
定
着
す
る
こ
と
を
推
進
す
る
「
奨

問

問

答

答 学
金
返
還
支
援
の
制
度
」
が
あ
り
、

ま
た
市
町
村
に
よ
る
独
自
事
業
も

あ
る
。
東
村
に
お
い
て
は
今
年
度

か
ら
若
年
層
の
回
帰
と
定
住
を
促

進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ

ー
ン
奨
学
金
、
償
還
支
援
事
業
の

実
施
を
し
、
奨
学
金
を
返
済
し
て

い
る
者
に
対
し
補
助
金
を
交
付
す

る
事
業
を
開
始
し
て
い
る
。
国
の

制
度
と
併
せ
東
村
が
実
施
す
る
事

業
の
進
捗
や
実
績
を
参
考
に
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　  

様
々
な
情
報
の
集
約
、
ま

た
条
件
等
を
し
っ
か
り
検
証
し
た

上
で
検
討
を
願
い
た
い
。

　
不
法
投
棄
や
海
岸
漂
着
物
処
理
、

最
近
で
は
異
常
に
目
立
つ
落
書
き

も
あ
り
懸
念
さ
れ
る
。
世
界
自
然

遺
産
地
域
と
し
て
保
全
へ
の
意
識

を
高
め
る
事
や
関
係
機
関
と
の
連

携
及
び
対
策
が
重
要
で
あ
り
、
継

続
し
た
パ
ト
ロ
ー
ル
や
処
理
等
に

関
わ
る
事
業
が
必
要
と
さ
れ
る
が

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。
ま

た
不
法
投
棄
や
落
書
き
に
つ
い
て

は
、「
防
止
条
例
」
制
定
等
の
具
体

策
と
し
て
の
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

　村
長

　
生
態
系
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ

れ
が
あ
る
環
境
保
全
の
課
題
解
決

に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と
連
携

し
取
り
組
み
を
継
続
的
に
行
う
必

要
が
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
環

境
省
、
沖
縄
県
及
び
国
頭
村
が
林

道
を
中
心
と
し
た
パ
ト
ロ
ー
ル
を

展
開
す
る
な
ど
、
定
期
的
な
監
視

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
不
法
投
棄

や
落
書
き
等
の
抑
止
力
の
効
果
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、

海
岸
漂
着
物
に
つ
い
て
は
、
地
域

住
民
自
ら
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
を
定

期
的
に
行
う
方
が
い
る
な
ど
、
地

域
住
民
等
の
環
境
保
全
へ
の
関
心

が
高
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
取
り
組

み
は
年
々
増
加
し
て
い
る
傾
向
で
、

本
村
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
連
携
し
た
海

岸
漂
着
物
の
取
り
組
み
を
今
後
も

継
続
し
て
い
く
。

不
法
投
棄
や
落
書
き
等
の
行
為
に

関
す
る
「
防
止
条
例
」
制
定
の
考

え
方
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
に
見

る
と
、
都
道
府
県
や
市
区
町
村
に

お
い
て
、
約
２
５
０
程
度
の
自
治

体
で
防
止
条
例
等
が
制
定
さ
れ
て

い
る
。
本
村
に
お
い
て
も
、
防
止

条
例
に
よ
る
抑
止
力
な
ど
の
効
果

等
を
具
体
的
に
検
証
し
た
上
で
、

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　
　
　  

世
界
自
然
遺
産
地
域
と
し

て
の
誇
り
と
環
境
保
全
へ
の
意
識

を
高
め
る
事
が
重
要
だ
と
考
え
る
。

渡口  直樹
議員

宅
地
分
譲（
辺
土
名
地
番
）に

伴
う
周
辺
道
路
安
全
対
策
は

国
頭
村
育
英
会
貸
付
事
業
等

に
つ
い
て

世
界
自
然
遺
産
地
域
と
し
て
の

環
境
保
全
対
策
を

議
員
意
見

議
員
意
見

議
員
意
見
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　①
ク
ル
マ
エ
ビ
養
殖
事
業
を
進

め
て
い
く
の
か
伺
う
。

②
事
業
展
開
の
確
実
性
、
事
業
達

成
へ
の
プ
ロ
セ
ス
や
評
価
指
票

の
確
認
な
ど
詳
細
な
事
業
計
画

書
等
内
容
を
精
査
し
て
い
る
段

階
と
の
事
で
し
た
が
確
認
し
た

結
果
を
伺
う
。

③
宿
泊
機
能
を
有
す
る
研
究
交
流

拠
点
施
設
整
備
事
業
の
場
所
等

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か

伺
う
。

④
地
権
者
で
あ
る
辺
土
名
区
や
周

辺
住
民
と
の
合
意
形
成
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　知
花  

靖 

村
長

　
こ
の
事
業
は
民
間
企
業
が
沖
縄

振
興
特
定
事
業
推
進
費
を
活
用
し

て
ク
ル
マ
エ
ビ
全
雌
種
苗
生
産
・

交
流
研
究
事
業
、
循
環
養
殖
技
術

答

の
沖
縄
モ
デ
ル
構
築
事
業
、
ク
ル

マ
エ
ビ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
事
業

の
３
つ
の
事
業
を
展
開
す
る
内
容

と
な
っ
て
お
り
、
現
在
、
内
閣
府

と
事
前
協
議
を
進
め
る
た
め
、
必

要
な
資
料
を
当
該
企
業
に
求
め
て

い
ま
す
が
、
ま
だ
全
て
が
そ
ろ
っ

て
い
な
い
状
況
で
、
宿
泊
施
設
に

つ
い
て
は
研
究
棟
の
中
に
併
設
さ

れ
る
形
で
３
部
屋
計
画
さ
れ
て
お

り
、
研
究
の
た
め
に
滞
在
す
る
研

究
者
向
け
と
伺
っ
て
い
る
。
施
設

を
整
備
す
る
場
所
に
つ
い
て
は
、

旧
辺
土
名
保
育
所
跡
地
を
事
業
者

が
希
望
し
て
お
り
ま
す
が
、
土
地

の
一
部
が
辺
土
名
区
所
有
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
辺
土
名
区
へ

の
説
明
会
を
過
去
２
回
実
施
し
て

お
り
、
今
後
も
話
し
合
い
の
場
が

持
た
れ
る
と
伺
っ
て
い
る
。
事
業

展
開
す
る
上
で
地
域
の
合
意
形
成

は
前
提
条
件
と
考
え
て
お
り
、
今

後
の
進
捗
の
状
況
を
踏
ま
え
総
合

的
に
判
断
す
る
考
え
で
あ
る
。

　ク
ル
マ
エ
ビ
養
殖
事
業
を
進
め

て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、
ま
ず
村
長
は
は
っ
き

り
と
示
し
て
い
る
よ
う
に
は
思
え

な
い
の
で
す
が
、
そ
の
辺
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

　村
長

　
今
現
在
は
「
は
い
、
や
り
ま
し

ょ
う
」
と
い
う
判
断
を
し
か
ね
る

問

問

答

と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
そ
の
事
業

者
は
、
ま
ず
辺
土
名
区
で
も
し
っ

か
り
し
た
同
意
を
得
る
こ
と
、
ま

た
、
事
業
内
容
に
つ
い
て
の
資
料

の
要
求
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
今
後
の
経
営
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
等
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を
含

め
て
総
合
的
に
判
断
し
た
い
。

　田
場
　盛
久 

農
林
水
産
課

　
事
業
者
へ
は
、
事
業
計
画
書
、
機

器
の
設
置
の
位
置
図
、
事
業
主
体

と
な
る
企
業
の
組
織
図
、
登
記
簿

謄
本
、
収
支
計
画
書
、
事
業
費
の

積
算
根
拠
な
ど
の
資
料
を
求
め
て

い
る
。
一
番
重
要
と
な
る
収
支
の

計
画
書
に
つ
い
て
、
先
方
は
事
業

費
を
８
億
８
千
万
円
予
定
し
て
い

る
が
、
そ
の
内
訳
、
積
算
根
拠
に

つ
い
て
も
ま
だ
示
さ
れ
て
い
な
い

状
況
で
あ
る
。
細
か
い
部
分
を
精

査
し
、
国
と
の
協
議
に
も
近
々
入

り
た
い
と
思
う
が
、
資
料
が
そ
ろ

っ
た
時
点
で
話
合
い
の
場
を
持
ち

ま
し
ょ
う
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
進

ん
で
い
る
。

答

　令
和
６
年
８
月
15
日
に
森
林
組

合
長
か
ら
村
長
に
要
請
書
が
手
渡

さ
れ
た
と
承
知
し
て
い
ま
す
、
そ

の
内
容
と
要
請
に
対
し
て
村
長
の

考
え
を
伺
う
。

　村
長

　
森
林
組
合
か
ら
の
要
請
内
容
に

つ
い
て
は
、
環
境
省
事
業
に
よ
り

実
施
し
て
い
る
「
林
道
パ
ト
ロ
ー

ル
」
及
び
沖
縄
県
の
「
密
猟
対
策
」

が
世
界
自
然
遺
産
の
保
全
管
理
や

「
や
ん
ば
る
の
森
」
を
守
り
生
か
す

活
動
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
保

全
管
理
と
利
用
に
つ
な
が
る
重
要

な
事
業
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

長
期
継
続
を
要
望
し
て
い
る
。
そ

の
期
間
に
収
集
し
た
在
来
種
等
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
デ
ー
タ
に
つ
い
て

は
、
関
連
機
関
よ
り
高
い
評
価
を

得
て
お
り
、
国
立
公
園
・
世
界
自

然
遺
産
登
録
地
域
の
保
全
に
係
る

重
要
な
付
帯
事
業
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
是
非
と

も
事
業
継
続
の
要
請
を
国
頭
村
か

ら
も
環
境
省
及
び
沖
縄
県
に
対
し

て
要
請
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の

内
容
で
、
村
と
し
て
は
要
請
を
実

施
す
る
た
め
、
環
境
省
及
び
沖
縄

県
と
日
程
を
調
整
し
て
い
る
。

答

与儀  一人
議員

事業候補地の
旧辺土名保育所

新
技
術
に
よ
る
ク
ル
マ
エ
ビ

種
苗
生
産
・
研
究
交
流
拠
点

整
備
事
業
に
つ
い
て

国
頭
村
内
に
お
け
る
環
境

保
全
・
資
源
保
護
事
業
等
の

要
請
に
つ
い
て
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各
区
で
支
払
い
を
す
る
「
字
費
」

は
移
住
し
て
き
た
新
し
い
住
民
に

は
馴
染
み
の
な
い
方
も
少
な
く
は

な
い
。
住
民
税
を
払
っ
て
い
る
の

に
字
費
は
必
要
な
の
か
、Ｐ
Ｔ
Ａ
準

会
員
費
は
ど
の
よ
う
な
も
の
に
使

わ
れ
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
。
社

会
福
祉
協
議
会
か
ら
の
赤
い
羽
根

募
金
な
ど
も
支
払
い
は
任
意
な
の

か
。
住
民
が
混
乱
し
な
い
よ
う
支

払
っ
て
い
る
字
費
の
透
明
性
が
あ

っ
て
然
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思

う
が
見
解
を
伺
う
。

　知
花  

靖 

村
長

　
窓
口
を
訪
れ
た
移
住
相
談
者
に

は
他
の
市
町
村
と
類
似
す
る
地
域

の
ル
ー
ル
と
し
て
自
治
会
費
と
同

様
な
字
費
が
あ
る
こ
と
を
事
前
に

伝
え
て
い
る
。
区
の
運
営
に
必
要

な
活
動
の
資
金
で
あ
る
こ
と
の
理

解
を
促
し
て
い
る
。

　
役
場
で
は
移
住
希
望
者
の
方
に

窓
口
で
「
区
長
さ
ん
に
聞
い
て
く

だ
さ
い
」
と
案
内
す
る
よ
う
だ
が

見
ず
知
ら
ず
の
区
長
に
出
会
え
る

ま
で
に
実
は
結
構
時
間
が
か
か
る
。

窓
口
と
な
る
役
場
は
各
字
費
の
金

額
が
幾
ら
な
の
か
、
支
払
い
方
法

な
ど
把
握
さ
れ
て
案
内
な
ど
を
さ

れ
て
い
る
か
。

　與
儀  

光
浩 

企
画
政
策
課
長

　
移
住
政
策
の
窓
口
は
企
画
政
策

課
が
担
っ
て
い
る
が
、
各
区
の
字

費
が
幾
ら
か
は
把
握
し
て
い
な
い
。

移
住
者
の
方
々
に
は
地
域
の
ル
ー

ル
で
す
か
ら
「
区
長
に
金
額
等
を

確
認
し
な
が
ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ぜ
ひ
地
域
に
協
力
さ
れ
て
く
だ
さ

い
」
と
促
し
て
い
る
。

　宮
里  

光 

教
育
課

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
が
全
然
見
え
な

い
中
、
準
会
員
費
を
払
う
の
は
ど

う
な
の
か
と
い
う
こ
と
も
区
民
か

ら
話
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
聞

い
て
い
る
。Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
決
算
資

料
や
チ
ラ
シ
、
実
際
の
活
動
の
内

容
等
分
か
る
も
の
を
各
世
帯
に
配

っ
て
周
知
す
る
の
も
一
つ
の
準
会

員
費
徴
収
の
宣
伝
に
な
る
と
提
案

し
た
こ
と
が
あ
る
。

　金
城  

由
美
子 

福
祉
課
長

　
赤
い
羽
根
募
金
は
間
違
い
な
く

募
金
で
強
制
で
は
な
く
任
意
で
す
。

そ
の
伝
え
方
が
受
け
取
り
方
に
よ

っ
て
は
強
制
で
は
な
い
か
と
い
う

誤
解
を
生
ん
で
い
る
こ
と
に
対
し

て
は
今
後
直
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
う
。

　
国
頭
村
の
主
た
る
産
業
は
農
業

林
業
水
産
業
と
一
次
産
業
が
中
心

だ
が
近
年
そ
の
現
場
で
は
人
手
不

足
、
成
り
手
不
足
と
い
う
大
き
な

課
題
に
直
面
し
て
い
る
。
地
域
の

子
供
達
が
一
次
産
業
に
興
味
を
持

ち
、
村
の
資
源
を
活
用
し
立
志
す

る
よ
う
な
働
き
か
け
が
必
要
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　村
長

　
農
業
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不

足
に
よ
る
耕
作
放
棄
地
の
課
題
を

解
決
す
る
た
め
、「
人
・
農
地
プ
ラ

ン
」
に
基
づ
く
地
域
計
画
を
作
成

し
て
い
る
。
ま
た
、
漁
業
に
お
い

て
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
採
用

す
る
な
ど
人
材
確
保
に
努
め
て
い

る
。
一
次
産
業
に
お
け
る
後
継
者

不
足
や
従
事
者
不
足
の
解
決
に
は
、

継
続
的
に
人
材
確
保
を
図
る
様
々

な
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　
村
内
の
子
供
達
に
地
元
産
業
の

魅
力
を
感
じ
て
も
ら
う
取
り
組
み

と
し
て
、
魚
さ
ば
き
体
験
や
グ
ル

ク
ン
釣
り
体
験
、
芋
ほ
り
体
験
な

ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
た
ち
に
必

要
な
の
は
そ
の
体
験
で
知
り
得
た

仕
事
、
産
業
が
ど
う
お
金
に
変
わ

っ
て
い
く
の
か
、
そ
の
お
金
が
ど

う
生
活
に
結
び
つ
く
の
か
と
い
う

社
会
の
お
金
の
仕
組
み
を
学
ぶ
こ

と
で
は
な
い
か
。

　宮
城  

尚
志 

教
育
長

　
学
習
指
導
要
領
で
示
さ
れ
た
子

ど
も
た
ち
に
学
ば
せ
る
べ
き
範
囲

と
い
う
中
に
は
そ
こ
ま
で
は
入
っ

て
い
な
い
が
発
展
学
習
と
し
て
総

合
的
な
学
習
の
範
囲
内
で
の
金
融

教
育
が
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
に
一
次
産
業
の
事
業

者
な
ど
に
研
修
や
資
格
取
得
補
助

に
係
る
よ
う
な
補
助
金
を
出
す
よ

う
な
こ
と
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
は

あ
る
か
。

　田
場  

盛
久 

農
林
水
産
課
長

　
沖
縄
県
が
実
施
し
て
い
る
研
修

事
業
等
々
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
　
　 

現
場
の
一
次
産
業
事
業
者

は
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
を
持
っ

て
い
る
。
今
後
し
っ
か
り
膝
を
突

き
合
わ
せ
て
い
ろ
い
ろ
な
話
を
聞

い
て
ほ
し
い
。
教
育
の
底
力
を
期

待
す
る
。

一般質問９月の定例議会

一
次
産
業
を
担
う
次
世
代
の

人
材
育
成
に
つ
い
て

各
区
で
支
払
う

「
字
費
」
に
つ
い
て

問

問

答

問問

答答

答

答

問

答答

島袋  晴美
議員

議
員
意
見
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一 般質問９月の定例議会

　８
月
17
日
（
土
）、
18
日
（
日
）

の
国
頭
村
ま
つ
り
日
程
と
旧
盆
が

重
な
り
合
っ
た
件
に
つ
い
て
、
議

会
へ
の
ま
つ
り
説
明
の
と
き
に
他

の
議
員
か
ら
日
程
変
更
で
き
な
い

か
と
の
意
見
に
対
し
て
、
今
か
ら

で
は
日
程
変
更
は
厳
し
い
と
の
こ

と
で
、
ま
つ
り
が
実
施
さ
れ
た
。

ま
つ
り
の
日
程
は
い
つ
頃
ど
の
よ

う
に
し
て
案
を
出
し
、
い
つ
決
定

す
る
の
か
伺
う
。

　知
花  

靖 

村
長

　
毎
年
８
月
の
第
１
週
に
東
村
ま

つ
り
、
第
２
週
に
大
宜
味
村
ま
つ

り
、
第
３
週
に
国
頭
村
ま
つ
り
を

開
催
す
る
こ
と
と
し
て
、
三
村
で

申
し
合
わ
せ
を
行
っ
て
い
る
。
今

回
、
旧
盆
と
日
程
が
重
な
る
こ
と

か
ら
、
開
催
日
の
再
検
討
を
踏
ま

え
た
「
村
ま
つ
り
実
行
委
員
会
」

を
５
月
と
６
月
に
２
回
開
催
し
、

土
曜
日
の
旧
盆
中
日
の
み
の
改
正

案
な
ど
日
程
調
整
等
議
論
さ
れ
ま

し
た
が
、
主
に
飲
食
テ
ナ
ン
ト
業

者
の
売
上
半
減
の
課
題
や
１
日
開

催
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
編
成
の
課

題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
例
年
ど
お

り
の
２
日
間
の
開
催
と
な
っ
た
。

　18
日
（
日
）
は
、
沖
縄
の
旧
盆

の
最
終
日
に
行
わ
れ
る
伝
統
行
事

（
ウ
ー
ク
イ
）
で
家
族
・
親
戚
が
集

ま
り
祖
先
を
送
り
出
す
儀
式
と
な

っ
て
い
た
。
当
日
の
ま
つ
り
へ
の

村
民
参
加
者
数
は
ど
う
で
あ
っ
た

の
か
。
村
民
か
ら
の
意
見
は
な
か

っ
た
の
か
。
今
後
も
旧
盆
と
重
な

っ
た
状
況
で
の
ま
つ
り
開
催
を
行

う
の
か
伺
う
。

　村
長

　
村
民
か
ら
の
ま
つ
り
日
程
に
つ

い
て
「
旧
盆
と
重
な
ら
な
い
よ
う

に
し
て
ほ
し
か
っ
た
」
と
い
う
御

意
見
も
幾
つ
か
い
た
だ
い
た
。
ま

た
、
来
場
者
数
は
、
日
曜
日
の
大

雨
や
旧
盆
に
よ
る
影
響
で
去
年
よ

り
減
少
し
た
と
思
わ
れ
る
。
今
後
、

旧
盆
に
日
程
が
重
な
っ
た
場
合
は
、

10
月
に
開
催
す
る
な
ど
早
め
の
対

応
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　 旧
盆
は
家
族
関
係
だ
け
で

は
な
く
、
各
集
落
の
文
化
伝
統
行

事
の
継
承
の
場
で
も
あ
る
と
私
自

身
は
認
識
を
し
て
い
る
。
村
民
の

問

問答

答

た
め
の
ま
つ
り
で
あ
る
と
の
位
置

づ
け
で
、
村
民
が
参
加
し
や
す
い

日
程
の
設
定
を
強
く
要
望
し
た
い

と
思
う
。

　奥
間
土
地
改
良
区
の
老
朽
化
し

た
灌
漑
施
設
や
、
台
風
豪
雨
時
の

畑
地
の
冠
水
と
鏡
地
地
域
の
安
全
・

安
心
確
保
の
対
策
と
し
て
、
鏡
地

集
落
隣
接
農
業
排
水
路
の
拡
幅
、

た
め
池
の
設
置
な
ど
中
長
期
的
な

計
画
を
議
会
で
要
望
し
て
き
た
。

沖
縄
県
と
定
期
的
に
行
っ
て
い
る

中
長
期
管
理
計
画
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

で
ど
の
よ
う
な
要
望
を
行
っ
て
い

る
の
か
伺
う
。

問

　村
長

　
以
前
か
ら
灌
漑
施
設
の
老
朽
化

が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
沖
縄

県
農
林
水
産
部
へ
早
期
事
業
実
施

に
つ
い
て
要
望
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
要
望
を
受
け
、
県
の
担
当
者

が
状
況
を
把
握
す
る
た
め
取
水
施

設
等
の
現
場
を
確
認
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
先
日
行
わ
れ
た
沖
縄
県

農
林
水
産
部
と
の
行
政
懇
談
会
の

場
に
お
い
て
、
早
期
の
事
業
化
に

向
け
て
村
と
連
携
し
取
り
組
ん
で

い
く
と
の
回
答
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
の
で
、
豪
雨
時
の
対
策
や

た
め
池
の
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て

も
併
せ
て
調
整
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

答

大田  孝佳
議員

今
後
の
国
頭
村
ま
つ
り
日
程

を
伺
う

奥
間
土
地
改
良
区
の

再
整
備
計
画
に
つ
い
て

議
員
意
見

旧盆（ウークイ）奥間獅子舞

川の氾濫による畑の冠水
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各
区
で
支
払
い
を
す
る
「
字
費
」

は
移
住
し
て
き
た
新
し
い
住
民
に

は
馴
染
み
の
な
い
方
も
少
な
く
は

な
い
。
住
民
税
を
払
っ
て
い
る
の

に
字
費
は
必
要
な
の
か
、Ｐ
Ｔ
Ａ
準

会
員
費
は
ど
の
よ
う
な
も
の
に
使

わ
れ
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
。
社

会
福
祉
協
議
会
か
ら
の
赤
い
羽
根

募
金
な
ど
も
支
払
い
は
任
意
な
の

か
。
住
民
が
混
乱
し
な
い
よ
う
支

払
っ
て
い
る
字
費
の
透
明
性
が
あ

っ
て
然
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思

う
が
見
解
を
伺
う
。

　知
花  

靖 

村
長

　
窓
口
を
訪
れ
た
移
住
相
談
者
に

は
他
の
市
町
村
と
類
似
す
る
地
域

の
ル
ー
ル
と
し
て
自
治
会
費
と
同

様
な
字
費
が
あ
る
こ
と
を
事
前
に

伝
え
て
い
る
。
区
の
運
営
に
必
要

な
活
動
の
資
金
で
あ
る
こ
と
の
理

解
を
促
し
て
い
る
。

　
役
場
で
は
移
住
希
望
者
の
方
に

窓
口
で
「
区
長
さ
ん
に
聞
い
て
く

だ
さ
い
」
と
案
内
す
る
よ
う
だ
が

見
ず
知
ら
ず
の
区
長
に
出
会
え
る

ま
で
に
実
は
結
構
時
間
が
か
か
る
。

窓
口
と
な
る
役
場
は
各
字
費
の
金

額
が
幾
ら
な
の
か
、
支
払
い
方
法

な
ど
把
握
さ
れ
て
案
内
な
ど
を
さ

れ
て
い
る
か
。

　與
儀  

光
浩 

企
画
政
策
課
長

　
移
住
政
策
の
窓
口
は
企
画
政
策

課
が
担
っ
て
い
る
が
、
各
区
の
字

費
が
幾
ら
か
は
把
握
し
て
い
な
い
。

移
住
者
の
方
々
に
は
地
域
の
ル
ー

ル
で
す
か
ら
「
区
長
に
金
額
等
を

確
認
し
な
が
ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ぜ
ひ
地
域
に
協
力
さ
れ
て
く
だ
さ

い
」
と
促
し
て
い
る
。

　宮
里  

光 

教
育
課

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
が
全
然
見
え
な

い
中
、
準
会
員
費
を
払
う
の
は
ど

う
な
の
か
と
い
う
こ
と
も
区
民
か

ら
話
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
聞

い
て
い
る
。Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
決
算
資

料
や
チ
ラ
シ
、
実
際
の
活
動
の
内

容
等
分
か
る
も
の
を
各
世
帯
に
配

っ
て
周
知
す
る
の
も
一
つ
の
準
会

員
費
徴
収
の
宣
伝
に
な
る
と
提
案

し
た
こ
と
が
あ
る
。

　金
城  

由
美
子 

福
祉
課
長

　
赤
い
羽
根
募
金
は
間
違
い
な
く

募
金
で
強
制
で
は
な
く
任
意
で
す
。

そ
の
伝
え
方
が
受
け
取
り
方
に
よ

っ
て
は
強
制
で
は
な
い
か
と
い
う

誤
解
を
生
ん
で
い
る
こ
と
に
対
し

て
は
今
後
直
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
う
。

　
国
頭
村
の
主
た
る
産
業
は
農
業

林
業
水
産
業
と
一
次
産
業
が
中
心

だ
が
近
年
そ
の
現
場
で
は
人
手
不

足
、
成
り
手
不
足
と
い
う
大
き
な

課
題
に
直
面
し
て
い
る
。
地
域
の

子
供
達
が
一
次
産
業
に
興
味
を
持

ち
、
村
の
資
源
を
活
用
し
立
志
す

る
よ
う
な
働
き
か
け
が
必
要
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　村
長

　
農
業
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不

足
に
よ
る
耕
作
放
棄
地
の
課
題
を

解
決
す
る
た
め
、「
人
・
農
地
プ
ラ

ン
」
に
基
づ
く
地
域
計
画
を
作
成

し
て
い
る
。
ま
た
、
漁
業
に
お
い

て
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
採
用

す
る
な
ど
人
材
確
保
に
努
め
て
い

る
。
一
次
産
業
に
お
け
る
後
継
者

不
足
や
従
事
者
不
足
の
解
決
に
は
、

継
続
的
に
人
材
確
保
を
図
る
様
々

な
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　
村
内
の
子
供
達
に
地
元
産
業
の

魅
力
を
感
じ
て
も
ら
う
取
り
組
み

と
し
て
、
魚
さ
ば
き
体
験
や
グ
ル

ク
ン
釣
り
体
験
、
芋
ほ
り
体
験
な

ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
た
ち
に
必

要
な
の
は
そ
の
体
験
で
知
り
得
た

仕
事
、
産
業
が
ど
う
お
金
に
変
わ

っ
て
い
く
の
か
、
そ
の
お
金
が
ど

う
生
活
に
結
び
つ
く
の
か
と
い
う

社
会
の
お
金
の
仕
組
み
を
学
ぶ
こ

と
で
は
な
い
か
。

　宮
城  

尚
志 

教
育
長

　
学
習
指
導
要
領
で
示
さ
れ
た
子

ど
も
た
ち
に
学
ば
せ
る
べ
き
範
囲

と
い
う
中
に
は
そ
こ
ま
で
は
入
っ

て
い
な
い
が
発
展
学
習
と
し
て
総

合
的
な
学
習
の
範
囲
内
で
の
金
融

教
育
が
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
に
一
次
産
業
の
事
業

者
な
ど
に
研
修
や
資
格
取
得
補
助

に
係
る
よ
う
な
補
助
金
を
出
す
よ

う
な
こ
と
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
は

あ
る
か
。

　田
場  

盛
久 

農
林
水
産
課
長

　
沖
縄
県
が
実
施
し
て
い
る
研
修

事
業
等
々
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
　
　 

現
場
の
一
次
産
業
事
業
者

は
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
を
持
っ

て
い
る
。
今
後
し
っ
か
り
膝
を
突

き
合
わ
せ
て
い
ろ
い
ろ
な
話
を
聞

い
て
ほ
し
い
。
教
育
の
底
力
を
期

待
す
る
。

一般質問９月の定例議会

一
次
産
業
を
担
う
次
世
代
の

人
材
育
成
に
つ
い
て

各
区
で
支
払
う

「
字
費
」
に
つ
い
て

問

問

答

問問

答答

答

答

問

答答

島袋  晴美
議員

議
員
意
見
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ふ
る
さ
と
納
税
は
２
０
２
３
年

10
月
１
日
か
ら
自
治
体
が
寄
附
を

募
る
の
に
使
う
経
費
を
寄
附
金
の

５
割
以
下
と
す
る
基
準
が
厳
格
化

さ
れ
た
。
実
施
さ
れ
な
い
場
合
、

参
加
を
取
り
消
す
可
能
性
も
あ
る
。

基
準
に
対
す
る
村
の
対
応
、
境
町

と
の
友
好
関
係
で
ふ
る
さ
と
納
税

の
増
収
に
つ
な
げ
る
研
修
や
意
見

交
換
か
ら
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

　知
花  

靖 

村
長

　
現
状
は
２
年
連
続
で
５
割
を
超

え
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
ふ
る

さ
と
納
税
業
務
を
一
括
委
託
し
て

い
る
国
頭
村
観
光
物
産
（
株
）
と

共
に
令
和
６
年
度
の
実
績
は
５
割

を
下
回
れ
る
よ
う
調
整
を
図
っ
て

い
る
。
境
町
は
ふ
る
さ
と
納
税
受

入
額
約
99
億
円
の
自
治
体
で
あ
る
。

境
町
に
お
け
る
「
ふ
る
さ
と
納
税

事
業
」
の
成
功
事
例
や
出
口
戦
略

等
に
つ
い
て
御
教
示
い
た
だ
き
、

意
見
交
換
で
は
、「
国
頭
村
の
可
能

性
」
に
つ
い
て
様
々
な
御
指
摘
、

御
意
見
を
頂
い
て
い
る
。
現
在
は

そ
の
意
見
等
を
踏
ま
え
、
ど
う
形

に
し
て
い
く
か
模
索
中
で
あ
る
。

　
国
頭
村
に
お
い
て
も
農
産
加
工

施
設
整
備
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い

る
が
、
出
口
戦
略
は
ど
う
考
え
て

い
る
か
、
国
頭
村
観
光
物
産
（
株
）

に
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
に
つ
な

が
る
１
次
加
工
施
設
の
運
営
を
集

約
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
増
収
、
１

次
産
業
、
村
民
の
所
得
向
上
に
資

す
る
た
め
、「
可
能
性
を
形
に
す
る
」

た
め
に
取
り
組
む
必
要
性
が
あ
る

と
考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

　村
長

　
農
産
加
工
施
設
で
生
産
さ
れ
た

商
品
を
ど
の
よ
う
に
販
売
し
て
い

く
か
は
、
加
工
施
設
を
運
営
す
る

事
業
者
に
求
め
ら
れ
る
重
要
な
課

題
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
で

は
本
村
の
農
作
物
の
人
気
度
は
高

く
評
価
さ
れ
て
お
り
、
加
工
施
設

で
加
工
さ
れ
た
原
料
の
売
り
先
に

つ
い
て
は
お
お
む
ね
検
討
が
つ
い

て
い
る
。
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

の
60
％
強
は
マ
ン
ゴ
ー
で
占
め
て

い
る
が
、
生
も
の
で
あ
る
、
台
風

等
の
天
災
に
よ
る
生
産
量
の
確
保

が
懸
念
さ
れ
る
。
安
定
的
に
返
礼

品
を
確
保
し
て
い
く
に
は
「
加
工

品
」
開
発
は
重
要
で
あ
る
。
国
頭

村
観
光
物
産
（
株
）
へ
の
一
次
加

工
施
設
の
運
営
集
約
は
、
職
員
体

制
や
運
営
体
制
の
見
直
し
等
も
考

慮
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で

は
課
題
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る

の
で
、
協
議
を
重
ね
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　
青
山
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
中
心
と
し
て
東
京
で
取
り
組

ん
だ
事
業
は
産
品
を
通
じ
国
頭
村

の
魅
力
を
伝
え
、
生
産
者
の
所
得

向
上
、
関
係
人
口
の
創
出
を
推
進

す
る
す
ば
ら
し
い
事
業
だ
と
考
え

る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー（
Ｐ
Ｍ
）を
登
用
し
た
成
果
だ
が
、

彼
は
３
月
末
ま
で
だ
。
こ
の
経
験

と
人
材
を
ふ
る
さ
と
納
税
の
増
額

や
地
域
商
社
に
活
か
す
考
え
は
あ

る
か
伺
う
。

　村
長

　
地
域
（
Ｐ
Ｍ
）
は
青
山
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
県
外
で
の

い
ろ
い
ろ
な
販
路
拡
大
等
を
含
め

て
民
間
発
想
で
非
常
に
頑
張
っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
。
今
回
ふ
る
さ

と
納
税
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な

課
題
が
あ
り
、
そ
こ
を
突
破
口
に

し
て
、
今
後
ど
の
よ
う
な
形
に
持

っ
て
い
け
る
の
か
。
彼
自
身
の
今

後
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
、
し
っ

か
り
と
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

　
森
林
公
園
で
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ

座
の
観
望
会
に
参
加
し
た
。
さ
そ

り
座
の
赤
い
星
ア
ン
タ
レ
ス
が
ヤ

ン
バ
ル
ク
イ
ナ
の
目
玉
で
、羽
、足
、

胴
体
等
、
森
林
公
園
管
理
者
、
星

空
ソ
ム
リ
エ
資
格
保
持
者
の
解
説

に
参
加
者
は
楽
し
ん
だ
。
私
は
、

国
頭
村
が
取
り
組
む
光
害
対
策
、

星
空
保
護
区
登
録
は
生
物
多
様
性

に
星
空
が
加
わ
り
、
豊
か
な
や
ん

ば
る
世
界
自
然
遺
産
の
格
が
上
が

る
感
じ
を
受
け
る
。
環
境
保
全
の

立
場
か
ら
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け

で
取
り
組
む
か
、
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ

ナ
座
を
中
心
に
商
業
ベ
ー
ス
で
成

功
に
導
く
プ
ラ
ン
を
伺
う
。

　村
長

　
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

生
物
多
様
性
を
次
世
代
へ
継
承
し

て
い
く
上
で
も
光
害
対
策
は
重
要

だ
と
考
え
て
い
る
。
宣
伝
広
告
に

つ
い
て
は
、
女
性
や
若
年
層
を
タ

ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
の
映
像
制
作
を
進
め
て
い
る
。

今
後
は
、
こ
れ
ら
の
客
層
を
取
り

込
む
べ
く
観
光
全
体
の
Ｐ
Ｒ
、
組

織
体
制
の
構
築
、
旅
行
商
品
化
へ

の
取
組
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

一般質問９月の定例議会

国
頭
村
の

「
可
能
性
を
形
に
」
す
る

問

問

答

問

答

答

問

答

山川  安雄
議員

星
空
観
光
の
進
捗
状
況
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一 般質問９月の定例議会

　
（1）
半
地
上
原
線
は
２
級
村
道
と

し
て
産
業
振
興
に
重
要
な
幹
線
道

路
の
機
能
と
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
安
全
対
策
と
維
持
管
理
の
強

化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
現
状
の

把
握
と
対
策
は
ど
う
進
め
る
の
か
。

　知
花  

靖 

村
長

　
半
地
区
で
の
行
政
懇
談
会
に
お

い
て
も
、
当
路
線
の
補
修
要
望
が

上
が
っ
て
お
り
、
一
部
に
つ
い
て

は
補
修
作
業
の
契
約
が
済
ん
で
い

る
。
残
り
の
部
分
に
つ
い
て
は
、

現
場
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、
随

時
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

　
（2）
大
雨
時
な
ど
半
地
上
原
線
の

側
溝
か
ら
比
地
川
に
乳
白
色
の
濁

水
が
流
入
し
河
床
に
砕
石
が
堆
積

し
て
い
る
。
こ
の
実
態
を
把
握
さ

れ
て
、
公
有
水
面
の
環
境
保
全
の

対
策
と
改
善
が
図
ら
れ
る
よ
う
早

急
な
取
組
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が

ど
う
対
応
さ
れ
る
か
。

　村
長

　
御
指
摘
い
た
だ
い
て
い
る
乳
白

色
の
濁
水
が
雨
天
時
に
比
地
川
へ

流
入
す
る
こ
と
も
本
調
査
で
確
認

し
て
お
り
、
本
件
も
含
め
、
そ
の

対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

　
（3）
半
地
上
原
線
の
一
部
区
間
に

お
い
て
平
成
６
年
、
村
道
台
帳
の

ル
ー
ト
変
更
が
あ
り
私
有
地
の
ま

ま
利
用
の
状
態
に
あ
る
が
、
そ
の

経
緯
や
今
後
ど
う
措
置
さ
れ
る
の

か
。　村

長

　
今
後
は
、
所
有
権
移
転
な
ど
必

要
な
手
続
を
整
理
し
、
関
係
者
と

協
議
を
進
め
て
い
く
。

　
関
係
企
業
へ
の
働
き
か
け
、
情

報
交
換
を
含
め
た
積
極
的
な
観
光

施
設
誘
致
開
発
に
向
け
た
前
向
き

な
展
開
が
で
き
な
い
か
、
村
長
の

方
針
を
伺
う
。

　村
長

問問

問問 答答答

答

　
企
業
か
ら
跡
利
用
の
相
談
も
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
現
時
点
で
は
行

政
と
し
て
も
跡
利
用
計
画
の
考
え

は
な
い
。
企
業
か
ら
跡
利
用
の
相

談
が
あ
っ
た
場
合
で
も
、
地
域
を

含
め
た
協
議
が
必
要
だ
と
考
え
て

い
る
。

　村
長

　
広
場
に
お
け
る
遊
具
設
置
な
ど

新
た
な
整
備
に
つ
い
て
は
、
鏡
地

区
に
お
い
て
対
応
を
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
る
。

　
　村
長

　
管
理
運
営
に
つ
い
て
は
、
指
定

管
理
者
で
あ
る
鏡
地
区
と
協
定
書

を
締
結
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

公
民
館
の
管
理
運
営
に
要
す
る
費

用
に
つ
い
て
は
、
鏡
地
区
の
負
担

に
よ
り
対
応
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
る
。

　
国
頭
村
周
辺
海
域
で
の
海
砂
利

採
取
を
課
税
客
体
と
し
、
海
砂
利

問

問

答答

答 採
取
量
を
課
税
標
準
に
納
税
義
務

者
を
採
取
業
と
し
て
、
総
務
大
臣

の
同
意
を
得
て
、
法
定
外
普
通
税

と
し
て
条
例
を
制
定
し
、
新
た
な

村
税
の
財
源
確
保
に
向
け
た
前
向

き
な
取
組
に
つ
い
て
、
既
に
県
内

で
も
先
進
事
例
も
あ
り
、
参
考
に

し
て
実
行
す
る
村
長
の
決
意
を
伺
う
。

　村
長

　
法
定
外
税
の
導
入
の
提
案
に
つ

い
て
は
、
関
係
者
や
有
識
者
等
と

の
情
報
交
換
を
踏
ま
え
、
慎
重
に

新
税
の
導
入
の
可
否
を
判
断
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
各
字
の
区
長
や
会
計
等
の
処
遇

改
善
と
各
字
活
性
化
を
図
る
た
め

の
財
政
支
援
の
拡
充
が
で
き
な
い
か
。

　村
長

　
区
長
事
務
委
託
料
の
改
定
に
つ

い
て
は
、
北
部
町
村
の
事
務
委
託

料
や
各
字
の
勤
務
形
態
な
ど
を
踏

ま
え
、
区
長
会
の
意
見
を
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全
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ー
ト
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部
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設
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鏡
地
区
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民
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広
場
に
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具
設
置
を
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め
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鏡
地
区
公
民
館
屋
上
に
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
を
求
め
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新
た
な
村
税
と
し
て
海
砂
利
採
取
税
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仮
称
）
の
税
目
を
法
定
外
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通
税
の

条
例
制
定
を
求
め
る

区
長
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字
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図
る
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の
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求
め
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故　知花正寛議員　旭日単光章受章
叙勲伝達式及び村政功労賞授与式

当初予算の決定後、予算策定時には想定で
きなかった事態が発生したときに予算の変
更を行うことです。予見できない歳出予算
の不足を補うため、通常は歳出予算に「予備
費」が計上されていますが、それでも対応が
難しいときは補正予算を計上する必要があ
ります。

常任委員会とは別に、ある事柄に特化し
て調査審議を行うために設置された委員
会のことです。設置決議を可決すること
で設置されます。

議員の紹介を受けた上で、住民などが議
会に対して願意（要望）を提出すること
です。定例会とは別に、臨時的に招集する議会

のことです。必要に応じて長が招集しま
す。議長が長に対して臨時会招集を請求
することもあります。

議員が議会に提出した議案等のことです。

住民などが議会に対して願意（要望）を
提出することです。請願と違って議員の
紹介は不要ですが、議員への机上配布の
みで処理が終わることもあります。

　知花正寛議員が令和6年４月17日にご逝去されました。故知花議員は平成16年3月に国
頭村議会議員に初当選以来、6期にわたり議員として地方自治の振興発展にご尽力されま
した。このたび、令和6年9月２４日（火）に沖縄県庁内にて叙勲伝達式が行われ、永年の功
績により旭日単光章を受章、この日は妻の知花みどりさんが出席し授与されました。その
報告を知花村長・山城議長に行いました。ここに謹んで哀悼の意を表し、ご冥福をお祈りい
たします。
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Q. 補正予算とは？

用 語 解 説

Q. 臨時会とは？

Q. 発議（はつぎ）とは？

Q. 特別委員会とは？

Q. 請願（せいがん）とは？

Q. 陳情（ちんじょう）とは？ 

その

3



令和６年度北部市町村議会議長会県外視察研修報告書

　視察では、「東尋坊命の番人」茂幸雄氏より説明があり、東尋坊は観光名所であるが、自殺者が
多く、茂さん達は毎日午前１１時頃から日没時間まで３人がパートを組み、交代で1人が岩場をパトロー
ルし、悩みを持っている人を探し、声かけや悩み事を聞き、再出発するためにできる支援を行っている。
茂さんは地元の警察ＯＢであり、現役時代の経験を活かし、退職後に NPO 法人を立ち上げ活動を
行っている。 “自殺する人は死にたくはない、悩みを聞いてほしいと思っている”との茂さんの話であっ
た。沖縄県や市町村でも茂さん達のような活動を行う人が出てくる環境作りが必要ではないか。
　鯖江市役所では、鯖江市民主役条例、サバヌシ総会、鯖江市ＪＫ課プロジェクトについての研修を
行いました。特にＪＫ課プロジェクトについては、現役の女子高生たちが自由な環境下で自ら企画をし、
大人や地域を巻き込みながら、年間１３０日、２０回以上の事業を実施し、多様な活動の取り組み
を行っている。学校が終わって週に１～２日、役所に集まって活動計画を話し合っており、今年で１１
年目、５つの高校から３４人が参加して活動を行っていた。
　研修２か所目は、NPO 法人エル・コミュニティ、竹部美樹さんが中心となって、地域を担う人材
を育成するとともに、若者が活躍するフィールドで地元学生と共に活動している。今回の研修に参加
し、国頭村でも企画政策課が進めている地域交流スペースについてＰＲし、移住前の皆さんが気軽
に立ち寄って情報交換を行い移住に繋げていけたらと感じた。今回の研修を今後の議会運営に反映
させ、村の活性化に取り組んでいきたいと思っています。やんばるふんばる。

国頭村議会議長　山城　弘一

研修目的：北部市町村議会として、やんばる地域の将来を展望するにあたり、
　　　　  国内外の事例や事情を把握し課題解決への取り組みや地域振興
　　　　  のあり方について研修を行う。

期　　日：令和６年７月24日（水）～26日（金）

視察場所：福井県・石川県（東尋坊、福井県立恐竜博物館、兼六園　他）
参 加 者：北部市町村議会議長会

恐竜博物館

兼六園
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国頭村辺戸岬付近における米海兵隊ＵＨ１多用途ヘリの
予防着陸に対する抗議決議

記

　去る11月14日午後５時頃、国頭村宜名真の牧草地に米海兵隊のＵＨ１多用途ヘリ
が不時着した。
　現場は辺戸岬周辺の農地や国道58号に隣接し、観光地の辺戸岬や大石林山など
への交通量の多い場所である。
　辺戸岬周辺はやんばる国立公園に含まれており、米軍の訓練区域外である。これま
で米軍機の低空飛行が何度も目撃されていることから、本村議会は令和４年６月21
日に抗議決議をし、再三の要請にもかかわらず無視されて米軍機飛行訓練が行われ
ていることは断じて容認できない。
　よって、本村議会は村民の生命・財産・安全・安心を守る立場から米軍及び関係当
局に再度厳重に抗議するとともに、下記事項を速やかに実現するよう強く要請する。

　去る11月14日午後５時頃、国頭村宜名真の牧草地に米海兵隊のＵＨ１多用途ヘリ
が不時着した。
現場は辺戸岬周辺の農地や国道58号に隣接し、観光地の辺戸岬や大石林山などへ
の交通量の多い場所である。
　辺戸岬周辺はやんばる国立公園に含まれており、米軍の訓練区域外である。これま
で米軍機の低空飛行が何度も目撃されていることから、本村議会は令和４年６月21
日に抗議決議をし、再三の要請にもかかわらず無視されて米軍機飛行訓練が行われ
ていることは断じて容認できない。
　よって、本村議会は村民の生命・財産・安全・安心を守る立場から米軍及び関係当
局に再度厳重に抗議するとともに、下記事項を速やかに実現するよう強く要請する。

１　米海兵隊ＵＨ１多用途ヘリの事故原因を徹底究明し、結果を速やかに公表する
こと。

２　住宅、学校、病院などの民間地上空及び、やんばる国立公園地上空での米軍機
飛行訓練を禁止すること。

３　不時着現場の原状回復及び補償を速やかに行うこと。
４　日米地位協定を抜本的に見直すこと。

以上、決議する。

令和６年11月15日
沖縄県国頭村議会

あて先
駐日米国大使　　在日米軍司令官　　在日米軍沖縄地域調整官

在日米国領事　在沖海兵隊基地司令官

（意見書あて先）
内閣総理大臣　外務大臣　防衛大臣　内閣官房長官（沖縄基地負担軽減担当）

沖縄及び北方対策担当大臣　外務省全権大使（沖縄担当）　沖縄防衛局長　沖縄県知事
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集中豪雨被害による支援を求める要請決議

記

　去る11月９日～10日かけて沖縄本島北部から鹿児島県与論町にかけて線状降水帯に
よる観測史上最大の記録的豪雨が発生し、甚大な被害をもたらしました。家屋浸水や土
砂崩れ、道路冠水、車両水没等の被害が続出し、これまで経験したことのない猛烈な雨
に命の危険を感じた住民もいた。
　また、村道や農・林道等の道路陥没や土砂崩れの発生、農業等への影響含め、住民生
活に多大な影響を受けている。現在、地域住民や役場職員等により、復旧に向けて鋭意、
支援活動を行っているところですが、被害者の皆さんが心休まる状況には全く行き届いて
いません。甚大な被害のため長期的な災害復旧が予測され、これに係る費用も膨大にな
ると想定される。
　今回、特に被害の大きかった比地集落においては、氾濫した比地川の濁流が集落に流
れ込んだことで被害が広がったと考えられ、以前から事前防災の必要性を訴え、県に対し
て2022年から2024年にかけて計３回、河川の土砂などを取り去る浚渫工事を要請して
いた。また県による、災害発生中に迅速な対応の遅れにより災害救助法の適用困難に
なっている状況にも危機管理体制に納得しがたいことである。
　よって本村議会は、今後においても中長期的な支援が必要とされ、継続・復旧に係る
財源の捻出の他、ボランティア等の受け入れなど早急かつ円滑に復旧対応が実施できる
よう、以下の事項を強く要請する。

１, ２級河川の浚渫と氾濫対策及び自然環境の再生を促進すること
２, 被害者への生活物資に係る費用及び見舞金等の助成支援すること
３, 公共施設及び林道等の復旧に係る費用の助成支援すること
４, 農業施設及び作物等被害による助成支援すること
５, 被害状況の把握や情報共有、各種調整のため村への県職員派遣すること
６, 奥間土地改良区鏡地水門改修を促進すること

以上、決議する。

令和６年11月15日
沖縄県国頭村議会

あて先
沖縄県知事、沖縄県議会議長
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国頭村辺戸岬付近における米海兵隊ＵＨ１多用途ヘリの
予防着陸に対する抗議決議

記

　去る11月14日午後５時頃、国頭村宜名真の牧草地に米海兵隊のＵＨ１多用途ヘリ
が不時着した。
　現場は辺戸岬周辺の農地や国道58号に隣接し、観光地の辺戸岬や大石林山など
への交通量の多い場所である。
　辺戸岬周辺はやんばる国立公園に含まれており、米軍の訓練区域外である。これま
で米軍機の低空飛行が何度も目撃されていることから、本村議会は令和４年６月21
日に抗議決議をし、再三の要請にもかかわらず無視されて米軍機飛行訓練が行われ
ていることは断じて容認できない。
　よって、本村議会は村民の生命・財産・安全・安心を守る立場から米軍及び関係当
局に再度厳重に抗議するとともに、下記事項を速やかに実現するよう強く要請する。

　去る11月14日午後５時頃、国頭村宜名真の牧草地に米海兵隊のＵＨ１多用途ヘリ
が不時着した。
現場は辺戸岬周辺の農地や国道58号に隣接し、観光地の辺戸岬や大石林山などへ
の交通量の多い場所である。
　辺戸岬周辺はやんばる国立公園に含まれており、米軍の訓練区域外である。これま
で米軍機の低空飛行が何度も目撃されていることから、本村議会は令和４年６月21
日に抗議決議をし、再三の要請にもかかわらず無視されて米軍機飛行訓練が行われ
ていることは断じて容認できない。
　よって、本村議会は村民の生命・財産・安全・安心を守る立場から米軍及び関係当
局に再度厳重に抗議するとともに、下記事項を速やかに実現するよう強く要請する。

１　米海兵隊ＵＨ１多用途ヘリの事故原因を徹底究明し、結果を速やかに公表する
こと。

２　住宅、学校、病院などの民間地上空及び、やんばる国立公園地上空での米軍機
飛行訓練を禁止すること。

３　不時着現場の原状回復及び補償を速やかに行うこと。
４　日米地位協定を抜本的に見直すこと。

以上、決議する。

令和６年11月15日
沖縄県国頭村議会

あて先
駐日米国大使　　在日米軍司令官　　在日米軍沖縄地域調整官

在日米国領事　在沖海兵隊基地司令官

（意見書あて先）
内閣総理大臣　外務大臣　防衛大臣　内閣官房長官（沖縄基地負担軽減担当）

沖縄及び北方対策担当大臣　外務省全権大使（沖縄担当）　沖縄防衛局長　沖縄県知事
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集中豪雨被害による支援を求める要請決議

記

　去る11月９日～10日かけて沖縄本島北部から鹿児島県与論町にかけて線状降水帯に
よる観測史上最大の記録的豪雨が発生し、甚大な被害をもたらしました。家屋浸水や土
砂崩れ、道路冠水、車両水没等の被害が続出し、これまで経験したことのない猛烈な雨
に命の危険を感じた住民もいた。
　また、村道や農・林道等の道路陥没や土砂崩れの発生、農業等への影響含め、住民生
活に多大な影響を受けている。現在、地域住民や役場職員等により、復旧に向けて鋭意、
支援活動を行っているところですが、被害者の皆さんが心休まる状況には全く行き届いて
いません。甚大な被害のため長期的な災害復旧が予測され、これに係る費用も膨大にな
ると想定される。
　今回、特に被害の大きかった比地集落においては、氾濫した比地川の濁流が集落に流
れ込んだことで被害が広がったと考えられ、以前から事前防災の必要性を訴え、県に対し
て2022年から2024年にかけて計３回、河川の土砂などを取り去る浚渫工事を要請して
いた。また県による、災害発生中に迅速な対応の遅れにより災害救助法の適用困難に
なっている状況にも危機管理体制に納得しがたいことである。
　よって本村議会は、今後においても中長期的な支援が必要とされ、継続・復旧に係る
財源の捻出の他、ボランティア等の受け入れなど早急かつ円滑に復旧対応が実施できる
よう、以下の事項を強く要請する。

１, ２級河川の浚渫と氾濫対策及び自然環境の再生を促進すること
２, 被害者への生活物資に係る費用及び見舞金等の助成支援すること
３, 公共施設及び林道等の復旧に係る費用の助成支援すること
４, 農業施設及び作物等被害による助成支援すること
５, 被害状況の把握や情報共有、各種調整のため村への県職員派遣すること
６, 奥間土地改良区鏡地水門改修を促進すること

以上、決議する。

令和６年11月15日
沖縄県国頭村議会

あて先
沖縄県知事、沖縄県議会議長
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　辺土名区内の新田原と呼ばれている
土地改良区。約４００坪の農地を３区分して、
バナナ畑・野菜畑・果樹園に分けて農業を営んでお
り、農業を始めて２か年余りになります。収穫した農作
物を「ふるさと市」に出品し、消費者の手に渡ることが
私の楽しみであり農業は私にとって生きがいとなって
います。しかし、新規就農者等が遊休地を利用して農
業をはじめる方もいますが、農業用水等が布設されて
いないところは水を運ぶことが厳しいことで、なかな
か続かずに、農業離れに繋がっています。私はその改
善ができればと思う日々です。

金城　利光

私の生きがい

一般質問の内容は議会傍聴へのおさそい
　村議会は3月・6月・9月・１２月と年4回の定例議会が開催
されます。
　12月定例会は12月6日（金）開会予定です。日程が決まり
次第、ホームページでお知らせいたします。

一般質問通告書の質問・
答弁を基本に（会議録に
基づき）各議員でまと
め、議会広報委員会が確
認したものを掲載して
います。

※役場1階ロビーのテレビでも議会を視聴することができます。

沖
縄
県
国
頭
村

発
　
　
行
／
沖
縄
県
国
頭
郡
国
頭
村
議
会

編
　
　
集
／
議
会
広
報
委
員
会

印
　
　
刷
／
丸
正
印
刷
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電
話
 ： 0980-41-5203

FAX ： 0980-41-3737

わたしたちが ステキな題字をありがとう！

を書きました！

　毎年度輪番制で各村議会が議員・事務局職員研修会を開催。今年度は令和6年10月18
日に国頭村にて研修会を開催いたしました。講師に国頭村役場商工観光課　仲栄真　智
氏を招き、「アストロツーリズムと国頭村の取り組み～星空保護区を目指して」についての
講演会と視察研修として国頭村森林公園（おもちゃ美術館・星空展望台）を視察しました。
　世界自然遺産を有する村の星空の魅力を感じ、観光に生かせる有意義な研修となりま
した。

国頭村・大宜味村・東村
北部三村議会連絡協議会でこんなことやってます！！

兵道 ゆい・佐久本 宥昊・高橋 めい
さくもと ゆうご たかはしひょうどう

安波小学校児童３・４年生


